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技術的負債（Technical Debt）
| ソフトウェア開発において，納期やコストの制限に
よって導入される質の低い設計やソースコード[?]

例）スパゲッティコード：構造が複雑で理解が難しいソースコード
コードスメル：深刻な問題を抱えているソースコードの特徴

| 技術的負債が蓄積していくと．．．
• ソフトウェアの保守性の低下，機能欠陥を引き起こす
→除去するための保守コストが増大
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[?]Ward Cunningham. The wycash portfolio management system. SIGPLAN OOPS Mess., Vol. 4, No. 2, pp. 29–30, 1992.

技術的負債は早期に除去されることが望まれる



機械学習を使ったTDの検出
| 機械学習を使って，ソフトウェアクラスに含まれてい
る技術的負債を検出[?]
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[?] D. Tsoukalas, A. Chatzigeorgiou, A. Ampatzoglou, N. Mittas and D. Kehagias,"TD Classifier: Automatic Identification of Java Classes with High Technical Debt,"
2022 IEEE/ACM International Conference on Technical Debt (TechDebt), Pittsburgh, PA, USA, 2022, pp. 76-80

クラス単位やメソッド単位で技術的負債を検出することが可能



機械学習を使ったTDの検出：課題点
| ソースコード中の技術的負債を検出するだけで，開発
者が理解するのは難しい

| 技術的負債についての説明があると
• 技術的負債を理解し，プロジェクトの健全性が向上
• 技術的負債を除去する上での無駄なコストや遅延を防ぐ
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• 優先的に対応するべき
ソースコードがわからない
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• 技術的負債の修正に
多くの時間を要してしまう

技術的負債についての説明文が求められる



課題管理システムを用いた報告
| TD Issue
• 技術的負債のラベルが割り当てられた課題票（Issue）
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Issue
不具合や機能欠陥などのさまざまな課題が管理されている



本研究の着眼点
| 着眼点
• TD Issueの本文は技術的負債について示されている

• 検出された技術的負債を理解するために，TD issueの本文を自
動生成することでより良い開発者支援になるのでは？
- 技術的負債が明文化され，適切に管理することができる

6

本文

技術的負債の簡単な説明
発生している状況や環境など

本文内容



本研究の目的とアプローチ
| 目的
• 検出された技術的負債の説明文を自動生成するモデルの構築

| アプローチ（仮）
1. 事前学習済みモデル（FTモデル）を使用
- 事前学習済みモデルを使い，Issue本文と対応するソースコードを学習
- ソースコードを入力に，Issue本文を生成

2. プロンプト学習を使用
- Issue本文と対応するソースコードからプロンプトを生成
- プロンプトを使って，Issue本文を生成
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アプローチ概要（FTモデル）
| 使用するFTモデル
• CodeBERT，CodeT5，GraphCodeBERT

| ファインチューニングさせるもの
• Issue本文+ソースコード

Pattern1. ソースコードの変更部分（diff）
Pattern2. TDを含むソースコード中のメソッド
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→ソースコードと自然言語で学習されている

ソースコードをどの形でFTさせるかは検討中…



イメージ図（FTモデル）
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2. ソースコードとIssue本文のベクトル化
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前処理（仮）
| ソースコード

| Issue本文
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データセット
| Javaプロジェクトのリポジトリを対象
• Java：多くの大規模プロジェクトがあり，技術的負債を多く含む
• 既存研究[?]でのデータセットをフィルタリングして使用
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フィルタリング

• 公開されているリポジトリ
• 過去に技術的負債の除去が行われている

プロジェクト数 技術的負債を含むソースコードファイル
140 28,424

実験データセット

[?] D. Skryseth, K. Shivashankar, I. Pil.n and A. Martini, "Technical Debt Classification in Issue Trackers using Natural Language Processing based on
Transformers," In Proceedings of 6th International Conference on Technical Debt (TechDebt), pp. 92-101, 2023



TD Issueに紐づいたソースコードの特定
1. Pull Requestに変更情報が記載

2. Issueにコミット履歴が紐づいている
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TD Issueとソースコードの紐付け
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1. TD Issueを解決する変更履歴を特定

3. 特定したコミットから一つ前のリビジョン
におけるソースコードファイルを取得

4. 3で取得したソースコードファイルを
TDソースコードとし，TD Issueと紐付け
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今後の予定
| とりあえずIssue本文を生成してみる？
1. 持っているデータセットからIssue本文を取り出す

→スクリプトを作成中

2. TDソースコードとIssue本文を元にFT

| アプローチの独自性（本研究の工夫点）を考える

| 実験設定の決定
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